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歯科衛生専門学校ホームページ構築業務委託評価要領 

 

１ 件名 

  歯科衛生専門学校ホームページ構築等業務 

 

２ 内容 

  鳥取県立歯科衛生専門学校のホームページの構築・保守・管理を業者に委託するもの。 

 

３ 審査委員 

  鳥取県公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会（歯科衛生専門学校ホームページ構築業務

委託業者選定プロポーザル審査会）運営要綱に掲げる者 

 

４ 評価方法 

  それぞれの審査委員が、下表の基準で採点した企画点（220 点満点）の平均点と価格点（80 点

満点）を統合し（300 点満点）、最も高得点を得た者から順位をつけるものとする。 

  なお、仕様書で求めた情報セキュリティに係る要件を満たしていない場合、当該提案をした者

を原則失格とし、落札候補者として選定しない。 

 

＜企画点＞ 

評価項目 評価の視点 配点 評価の基準 

事業の目的 

・趣旨 

・事業の目的・趣旨を正しく理解し、反映されてい

るか。 

50 点 

 

50 

40 

30 

10 

0 

非常に優れている 

優れている 

標準的である 

劣る 

非常に劣る 

ページの開

設・管理 

ページの開設・管理について、以下の項目を満たし、

適切に行うことができるか。 

・情報セキュリティ対策について、仕様書以上に独

自の対策を行っているか。 

・サーバー、ドメインの使用等に関する経費は提案

者により負担することとしているか。 

・ウェブアクセシビリティは、仕様書で定めた対応

以上のものを導入しているか。 

・ページ内で使用するソフトウェア等の管理を適切

に行うこととしているか。 

・不測の事態によるデータの滅失等を防ぐ対策を講

じることとしているか。 

・ページ開設後の運用・保守を適切に行うこととし

ているか。 

50 点 50 

40 

30 

15 

0 

非常に優れている 

優れている 

標準的である 

劣る 

非常に劣る 

コンテンツ

の充実度 

 

・訴求力のあるデザインとなっているか。 

・学生が歯科衛生専門学校の特徴や魅力を知り、興

味をもつことにつながるコンテンツとなってい

るか。 

・学生が積極的かつ継続的に利用したくなるコンテ

ンツとなっているか。 

50 点 

 

50 

40 

30 

10 

0 

非常に優れている 

優れている 

標準的である 

劣る 

非常に劣る 

業務遂行能

力に関する

事項 

・業務遂行のための体制が適切に確保されている

か。また、業務処理責任者及び業務担当者は業務

を実施するにあたり適格性があるか。 

・類似業務に関する過去の受託実績から、十分な業

務遂行能力があると判断できるか。 

50 点 

 

50 

40 

30 

10 

0 

非常に優れている 

優れている 

標準的である 

劣る 

非常に劣る 
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独創性 ・独創性、具体性があり、実現可能な提案内容にな

っているか。 

20 点 

 

20 

15 

10 

0 

非常に優れている 

優れている 

標準的である 

劣る 

個人情報の

漏えい等の

有無 

・過去２年間に受託業務における個人情報の漏えい等

の事件を発生させていないか。 

0 点 

 

0 

-10 

なし 

あり 

合計  220 点   

 

＜価格点＞ 

評価項目 配点 評価の基準 

見積価格 80 

・最低見積価格を提示した者は 80 点とし、それ以外の者は以下の計算式で

算出される点数とする。 

 なお、予算額を超える見積価格を提示した者は原則失格とする。 

最低見積価格 
80 ×  

当該見積価格 

※ 小数点第 1位以下の端数を切り捨てる。 

 

※評価基準は次のとおりとし、絶対評価により評価する。 

評価基準 例示（仕様書に要件が定められる場合） 

非常に優れている 仕様書の要件以上の優れた内容となっている。 

優れている ↑ 

標準的である 仕様書の要件を満たした内容となっている。 

劣る ↓ 

非常に劣る 仕様書の要件を満たしていない。 

 

５ 最優秀提案者の選定方法 

  予算額の範囲内の見積書を提出したものであって、４により最も高い得点を得た者を、最優秀

提案者として選定する。最優秀提案者以外の者についても、得点順に順位付けを行う。 

  ４により最も高い得点を得た者が２者以上あるときは、審査員の多数決により最優秀提案者を

選定するものとする。 

 ただし、企画点が、企画点の上限の 60％未満となった者は、原則失格とする。 

 


